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SDGs宣言書
有限会社タナカ

　　　　当社は、国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し、

　　　　持続可能な社会の実現に向けた積極的な取り組みを行ってまいります。

代表取締役　田中 誠二

有限会社タナカ

◆経営方針

　「食」を通じて、みんなが豊かに

◆目指す姿

　 「安全第一」で取り組み、お客様へ食の安心を提供する

　 ～ふるさと島根においしい朝をお届けします～

移動・輸送における環境配慮の推進 シニア人材の活用

過重労働、長時間労働、サービス残業に関して、社員全員の

共通課題と認識します。発生防止にむけて様々な取り組みを

行い、PDCAを回しながら適切な労働時間管理を推進します。

社員の健康状態を把握し、持続可能な働き方の実現をサポー

トします。

<具体的な取り組み> <具体的な取り組み>

方針・社内規程の見直し（サービス残業の禁止、残業代の適

切な支払、法定年次有給休暇の確実な取得）／超過労働

時間の削減

ストレスチェックの実施／健康診断の年度平均受診率の向上

／健康プログラムの提供

―　関連ゴール　― ―　関連ゴール　―

社有車、従業員の移動、製品の輸送などにおいて、より環境に

配慮した手段を選択します。

地域の高齢者が生き生きと暮らせるように、高齢者が定年を超

えても継続して働ける機会を創出します。

<具体的な取り組み> <具体的な取り組み>

ハイブリッドカーの導入／配送ルートの効率化
高齢者の再雇用制度を就業規則にて制定／シニア人材の専

門性・技術ノウハウの継承

SDGsとは
2015年に国連で採択された「Sustainabul　Development　Goals（持続可能な開発目

標）」の略称。2030年までに持続可能なより良い社会を実現するために取り組むべき17のゴー

ル、169のターゲットが掲げられている。

―　関連ゴール　― ―　関連ゴール　―
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2015年に国連で採択された「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称。

2030年までに持続可能なより良い社会を実現するために取り組むべき17のゴール、169のターゲットが掲げられ
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